
さらなる発展を期待します
旧大崎中第28回卒業生一同で寄附

故 小瀬戸實さんの生きた証として
大崎町にご寄附いただきました

　旧大崎中学校の第28期卒業生一同から本町
にご寄附があり、その贈呈式が11月18日（月）
に応接室で行われました。
　これは、還暦を記念して催された『還暦同窓
会』のなかで参加者から集めたもので、県内外
から64名が出席されたそうです。
　贈呈式で実行委員長の山下知美さんは「育っ
た故郷に感謝の気持ちを込めて寄附いたしま
す。大崎中学校がさらに発展することを願い
ます」と述べ、東町長へ手渡されました。

　大崎町出身の故 小瀬戸實
みのる

さんの遺産の一部
をご寄附いただきました。
　實さんは生前福岡県にお住まいで、今回ご
寄附の申し出をいただいた小原俊子さんの実
姉が小瀬戸家に嫁がれており「姉が實さんに大
変お世話になったので、實さんの生きた証とし
て遺産の一部を實さんの故郷である大崎町で
役立てて欲しい」という思いからのご寄附です。
　心からのご寄附に感謝するとともに、實さ
んのご冥福をお祈りいたします。

移住ドラフト会議がきっかけです！
宮崎県美郷町と連携協定を締結

考えよう、人権のこと
人権フェスタ2019を開催

　12月７日（土）、宮崎県美郷町にある国際うな
ぎラボ（旧渡川小学校）において、南九州移住ド
ラフト会議2019のクライマックスシリーズが
開催され、その中で本町は宮崎県美郷町と連携
協定を締結いたしました。
　これは、本町が指名した小菅奈穂子さんと美郷
町が指名した小菅達矢さんがご夫婦であることが
きっかけとなり、両町がお二人の幸せを第一に願い
連携していくことや親睦を深めることが目的です。
　今後両町は、ツアーの企画や地域間交流を行
っていく予定となっています。

　12月１日（日）、町中央公民館において「人
権フェスタ2019」が開催されました。
　オープニングは『おおさき合笑団』が元気
いっぱいの合唱を披露し、続いて人権作文・
標語の表彰や作文の朗読がありました。
　講演会では、社会福祉法人 白鳩会の中村邦
子さんが講師を務め、『私たちにできる共生社
会』というテーマでご講演いただきました。
　講演のなかで中村先生は「お互いに自分の弱
さを支え合いながら助け守り合うことが共生
社会に繋がります」と話され、参加者は真剣に
聞き入っていました。
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